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はじめに

本報告書は、小学校１年生から高校３年生までの全員を対象として県が実施した

「平成３０年度大分県児童生徒の体力・運動能力等調査」結果と、小学校５年生と

中学校２年生を対象としてスポーツ庁が実施した「平成３０年度全国体力・運動能

力、運動習慣等調査」結果を比較分析したものです。

その結果、本県の児童生徒の全体的な体力・運動能力は、調査した１９２項目中、

１６０項目で昨年の平均を上回るなど、大きな成果が現れています。また、全国調

査の結果も年々向上しており、特に本年度は、小学校５年男子が初めて全国１位と

なったのをはじめ、小学校５年女子、中学校２年男女の全てで、過去最高の順位と

なりました。

このように、本県の児童生徒の体力が全国上位に位置している要因として、小学

校体育専科教員活用推進校や中学校体力向上推進校はもとより、多くの学校で「授

業改善」や「一校一実践」の取組が充実し、子どもたちが主体的に体を動かす時間

や機会が増加していることが挙げられます。

一方で、運動をしない女子児童生徒の割合が高く、特に中学校と高等学校では運

動する子としない子の２極化が顕著であることや、運動・スポーツに対する愛好度

は全体的には高くなっているものの、運動が「苦手・嫌い」と感じている児童生徒

が少なからず存在するという課題があります。

県教育委員会としましては、このような課題を踏まえたうえで、今後は、すべて

の児童生徒に、運動の楽しさや喜びを感じさせられるよう、「わかる・できる・楽

しい授業」や「学校全体で取り組む一校一実践」の充実を図り、その結果として体

力が向上するというプロセスを、先生方をはじめ関係者と共有しながら、各学校の

取組を支援していきます。

市町村教育委員会及び各学校におかれましても、子どもたちの一層の体力向上に

向けて、研究を継続していただくとともに、本報告書を各地域や各学校の実態に応

じて積極的にご活用くださるようお願いします。

結びに、本調査の実施、集計、報告書の発行に御協力をいただきました関係の皆

様方に深く感謝申し上げ、巻頭のことばとします。

平成３１年３月

大分県教育庁体育保健課長

井 上 倫 明
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１ 平成３０年度児童生徒の体力・運動能力 

 

（１）平成３０年度大分県児童生徒の体力・運動能力等調査結果のまとめ 

１  大分県児童生徒の体力・運動能力調査について  

  （１）調査時期 平成３０年５月～７月 
（２）調査対象 小 学 校       ２５３校（全学年： ５８，９９０人） 

中 学 校       １２３校（全学年： ２７，７０５人） 
高等学校（定時制含）   ４５校（全学年： ２２，１６８人） 

※各校種ともに全員調査 

２  調査結果の概要  

【平成３０年度と平成２９年度の大分県児童生徒の体力・運動能力調査結果の比較】 

（１）１９２項目中１６０項目で平均値が向上した。（表１） 

（２）小学校は、「上体起こし」「反復横とび」「20mシャトルラン」「立ち幅とび」が全ての年齢に

おいて昨年を上回った。（表１） 

（３）中学校は、男子の「握力」「ボール投げ」を除き、全ての年齢において昨年を上回った。 

（表１） 

（４）高校は、「長座体前屈」「立ち幅とび」が全ての年齢において昨年を上回った。（表１） 

（５）「立ち幅とび」は、全ての年齢において昨年の平均値を上回った。（表１） 

（６）「ボール投げ」は、他の種目に比べ昨年の平均値を下回る年齢が多かった。（表１） 

（７）中学校女子の全ての年齢において、体力合計点が過去最高、低体力層の割合（新体力テスト

の総合判定がＤ・Ｅ）が過去最低となった。（表２）（表３） 

 

【児童・生徒質問紙結果の概要より】 

（１）高校女子は、運動・スポーツの実施率が過去最高となった。（表４） 

（２）運動への愛好度は、小学校女子・中学校男子を除き、昨年を上回った。（表５） 

 

３  考察  

（１）小学校は、昨年度、６歳（１年）男女を除き全ての年齢において過去最高となった体力合計

点を、今年度は全ての年齢において上回った。要因として、体力向上プランを活用した短期の

検証・改善サイクルが確立してきたと言える。 

（２）中学校は、低体力層の割合（新体力テストの総合判定がＤ・Ｅ）が、男子１２歳（１年）を

除く全年齢において、調査開始以降、最低値であった。要因として、低体力層に焦点を当てた

取組指標の設定に基づく取組が各学校に浸透してきたと言える。 
（３）高校は、「運動への愛好度」が男女ともに昨年を上回り、女子の「運動・スポーツの実施率」

は過去最高となった。要因として、運動意欲を高める各学校での取組が推進されたと言える。 
（４）運動愛好度は、校種が上がるにつれ低くなっており、特に中・高女子が顕著である。今後も

発達の段階に応じた特色ある取組を推進するとともに、限られた時間でも、気軽に・手軽に・

楽しみながら組織的・継続的に行なえる活動の工夫が必要である。 
（５）各種取組の結果として、子どもの体力が、ピークと言われる昭和６０年頃の水準を目指して

いきたい。 
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○
・ 小学校は、「上体起こし」「反復横とび」「20mシャトルラン」「立ち幅とび」が全ての年齢において上回った。

・ 中学校は、男子の「握力」「ボール投げ」を除き、すべての年齢において上回った。

・ 中学校女子が、すべての項目において上回った。

・ 高校は、「長座体前屈」「立ち幅とび」がすべての年齢において上回った。

○ 「立ち幅とび」は、全ての年齢において昨年の平均値を上回った。
● 「ボール投げ」は、他の種目に比べ、昨年の平均値を下回る年齢が多かった。

握力 上体起こし 長座体前屈 反復横とび ２０ｍシャトルラン ５０ｍ走 立ち幅とび ボール投げ

（Ｋｇ） （回） （ｃｍ） （点） （回） （秒） （ｃｍ） （ｍ）

性別 校種 年齢 県平均値 県平均値 県平均値 県平均値 県平均値 県平均値 県平均値 県平均値

４０／４８

１９／２４

１５／２４

４３／４８

２４／２４

１９／２４

※ （　　）内の数値は、平成２９年度の県平均値
※ は平成３０年度の県平均値が平成２９年度の県平均値を上回る項目（１６０/１９２）

大分県児童生徒の体力・運動能力調査平均値比較
（Ｈ３０とＨ２９の大分県の平均値比較）

１９２項目中１６０項目で昨年の平均値を上回る。※昨年度は１３６項目

（表１）

項目

中
学
校

小
学
校

高
等
学
校

男
子

女
子

小
学
校

中
学
校

高
等
学
校
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（表２）

※

※ 小１～小６と中１～高３及び男女の得点基準は異なる

体力合計点平均値の年次推移（大分県児童生徒の体力・運動能力調査）

は、各学年の最高値

女
子

小
学
校

中
学
校

高
等
学
校

小
学
校

中
学
校

高
等
学
校

性別 校種 学年

男
子

体力合計点平均値
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（表３）

※

性別 校種 学年

男
子

低体力層（Ｄ・Ｅ層）割合の年次推移（大分県児童生徒の体力・運動能力調査）

低体力層の割合（％）

は、各学年の最小値

女
子

小
学
校

中
学
校

高
等
学
校

小
学
校

中
学
校

高
等
学
校



（表５）

Ｈ２５ Ｈ２６ Ｈ２７ Ｈ２８ Ｈ２９ Ｈ３０
小学校男子
小学校女子
中学校男子
中学校女子
高 校 男 子
高 校 女 子

※ は最高値

⑩運動やスポーツをすることは好きですか？　　

　「好き」「やや好き」の回答率（％）

（表４）

Ｈ２５ Ｈ２６ Ｈ２７ Ｈ２８ Ｈ２９ Ｈ３０
小学校男子
小学校女子
中学校男子
中学校女子
高 校 男 子
高 校 女 子

※ は最高値

②運動やスポーツをどのくらいしていますか？　　

　「ほとんど毎日（週３回以上）」「時々（週１～２日）」の回答率（％）

児童生徒の生活習慣に関する調査より【抜粋】
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（表３）

※

性別 校種 学年

男
子

低体力層（Ｄ・Ｅ層）割合の年次推移（大分県児童生徒の体力・運動能力調査）

低体力層の割合（％）

は、各学年の最小値

女
子

小
学
校

中
学
校

高
等
学
校

小
学
校

中
学
校

高
等
学
校
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握力
上体
起こし

長座
体前屈

反復
横とび シャトルラン

50m走
立ち
幅とび

ボール
投げ

(回) (点) (回) (秒)

性別 校種 年齢 県平均値 県平均値 県平均値 県平均値 県平均値 県平均値 県平均値 県平均値

96/96項目

※Ｈ２９： 85/96項目

握力
上体
起こし

長座
体前屈

反復
横とび シャトルラン

50m走
立ち
幅とび

ボール
投げ

(回) (点) (回) (秒)

性別 校種 年齢 県平均値 県平均値 県平均値 県平均値 県平均値 県平均値 県平均値 県平均値

30/48項目

※Ｈ２９： 12/48項目

女
子

小
学
校

平成３０年度「中学校体力向上推進校」（１６校）の体力・運動能力調査結果

項目

男
子

中
学
校

女
子

中
学
校

　は、体育専科教員活用推進校平均値が、平成２９年度全国平均値以上のもの

　は、体力向上推進校平均値が、平成２９年度全国平均値以上のもの

平成３０年度「体育専科教員活用推進校」（２４校）の体力・運動能力調査結果

項目

男
子

小
学
校

（表６）

（表７）

（２）児童生徒の体力・運動能力の総合評価

（数値は％）

6歳(小1) 9歳(小4)

男子 男子

女子 女子

7歳(小2) 10歳(小5)

男子 男子

女子 女子

8歳(小3) 11歳(小6)

男子 男子

女子 女子

0.0

5.0

10.0

15.0

20.0

25.0

30.0

35.0

A B C D E

(%) 総合評価(小１) 男子
女子

0.0

5.0

10.0

15.0

20.0

25.0

30.0

35.0

A B C D E

(%) 総合評価(小２) 男子
女子

0.0

5.0

10.0

15.0

20.0

25.0

30.0

35.0

40.0

A B C D E

(%) 総合評価(小３) 男子
女子

0.0

5.0

10.0

15.0

20.0

25.0

30.0

35.0

A B C D E

(%) 総合評価(小４) 男子
女子

0.0

5.0

10.0

15.0

20.0

25.0

30.0

35.0

40.0

A B C D E

(%) 総合評価(小５) 男子
女子

0.0

5.0

10.0

15.0

20.0

25.0

30.0

35.0

40.0

A B C D E

(%) 総合評価(小６) 男子
女子


